
一般財団法人 労災サポートセンター

厚生労働省が設置した労災特別介護施設



ケアプラザは、産業の発展に貢献する中で被災し、重度の障害、傷病を負われた労災年金受
給者の方々に安心していきいきとした生活を営んでいただくため、厚生労働省が全国 8 箇所
に設置し、一般財団法人労災サポートセンターが委託を受けて運営している施設で、せき髄損
傷、けい髄損傷、頭部外傷等の労災特有の傷病・障害の特性に応じた専門的な介護サービス
を提供しています。

（ケアプラザによって設備が多少異なります。）



介護サービスは、専門スタッフが、交代制勤務により２４時間体制で計画的、継続的な介護を行っ
ています。なお、看護師は２４時間体制で常駐しています。
ケアプラザでは、入居者の皆さまの障害、傷病の状態に応じ、入居者と一緒に目標を設定した「個

人別介護計画」を作成し、それに沿った適切な介護を行っています。

ケアプラザでは、入居者の皆様の自主性と主体性を尊重し、残された身体機能を活かしながら、い
きいきとした楽しい生活が送れるよう、傷病・障害の特性に応じた適切な介護サービスを提供して
います。

各ケアプラザとも労災病院をはじめ協力医療機関でスムーズに診療を受けることができます。ま
た、ケアプラザと労災病院等との間で運行するマイクロバスには看護師等のスタッフが付き添い、多
くの入居者の方が通院されているほか、地元医療機関の協力を得て、入居者の往診、訪問診療や健
康相談を実施しています。
そのほか、入居者の皆様の身体と心の健康を維持するために、月３～４回程度医療コンサルタン
ト（非常勤医師）による健康相談を行っているほか、身体機能を維持するため、療法士によるリハビリ
テーションを行っています。
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合わせた各種の行事等を行っています。
活



（令和5年 月1日現在）

ケアプラザに入居できるのは労災年金受給者で、障害等級又は傷病等級が１級から３級に該当し、居
宅において介護が困難と認められる方です。
なお、60歳以上で障害等級4級程度に該当する方等で、居宅で介護が困難な場合は、特例的に入居が
認められる場合もあります。
ただし、現在入院加療を必要とされる方、感染症疾患を有する方、その他集団生活ができない等、ケア

プラザの運営に支障があると認められる方は入居できません。

入居費用は、施設利用料と介護費で構成されています。1月当たりの入居費用は、次の入居費基準表の
とおりとなります。
なお、入居費用は、物価や賃金等の動向やケアプラザに関する施策の変更により改定される場合があ

ります。

多床室に入居された方や医師の処方により経腸栄養食を摂取される方の施設利用料はこれと異なりますので、ケアプラザ
職員にお尋ねください。

172,550円

86,280円



施設利用料は、食費、居住費、その他施設の運営に要する費用で、入居者本人の前年（1月～ 12
月）の年間収入（労災年金、厚生年金、その他）を基に入居費基準表の「年間収入による階層区分」に
応じた月額をご負担いただくことになります。
なお、配偶者や扶養親族がおられる方は、年間収入の額から、次の控除率を乗じて得た額を控除
した残りの額が年間収入額となります。

介護費は、介護に要する費用で、労働者災害補償保険法で定める要介護障害程度区分が、「常時
介護を要する状態」にある方と、「随時介護を要する状態」にある方には、次の額を負担していただ
くことになります。

なお、介護費は、労働者災害補償保険に介護（補償）等給付の支給を請求することにより、後日、
同額が支給されますので、入居者の皆様の実質的な負担はありません。

172,550
86,280
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①

172,550 円

86,280 円



ケアプラザでは、労災で重度の障害、傷病を負われた労災年金受給者の家族が旅行、病気、冠婚葬
祭等で家を空ける場合や家庭でより良い介護を行うために施設に宿泊して研修を受けたい場合な
どに対応するため、次の３種類の短期滞在型の介護サービスを行っています。
このサービスを利用できる方は、労災年金受給者であって、障害等級又は傷病等級が第１級から
第３級までに該当する方で日常的な介護が必要な方（感染性疾患を有する方、入院療養を必要とす
る方、その他集団生活ができない等ケアプラザの運営に支障があると認められる方を除く。）と、介
護をしておられる家族等です。

重度の障害、傷病を負われた労災年金受給者の介護をしておられる家族等が、旅行、病気、冠婚
葬祭などのために一時的に介護ができなくなったときに、短期間利用していただくものです。

重度の障害、傷病を負われた労災年金受給者と家族が一緒にケアプラザに滞在し、職員と介護
を行いながら日常生活動作等に関する介護手法を習得していただくものです。

重度の障害、傷病を負われた労災年金受給者の方に、入浴、給食などの介護サービスを行うもの
です。 週のうち施設が定めた 1日（土日、祝祭日等を除く）午前 10時から午後 4時まで

日常の一コマ 日常の一コマ
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（厚生労働省委託事業受託者）


